
巻頭言

「寄宿舎を利用している保護者の思い」 

     

旭川聾学校教頭 鎌 田 隆 仙 

旭川聾学校の教頭職も２年目となりました。

昨年１年間、寄宿舎の行事を中心に寄宿舎に入

舎している子どもたちを見ることができ、自分

なりに子どもたちのため、保護者の皆さんのた

めに寄宿舎指導員の先生方にいろいろ提案した

こともありました。本巻頭言では、今後、ずっ

と忘れることはない出来事を紹介させていただ

きます。 

 昨年度、寄宿舎を利用する生徒は、今後の進

路先での登下校を見据えて、公共交通機関で旭

川聾学校に登下校する練習を進めてはどうかと

思いました。なぜそう思ったかというと、中学

部を卒業した生徒は、北海道高等聾学校に進学

するケースがあります。北海道高等聾学校の寄

宿舎は小樽市銭函にあり、生徒は北海道一円か

ら入学しているため、毎週自宅へ帰ることが難

しく、土日も寄宿舎で過ごすことがあります。

しかし、遠方に家がある生徒でも、月に１回以

上帰宅しています。多くの生徒は、自分の力で

公共交通機関を乗り継いで帰宅することとなり

ます。そのため、中学部に在籍している期間の

中で、北海道高等聾学校から自宅へ帰宅する距

離より近い、旭川聾学校と自宅の間を公共交通

機関で行き来できるようにして、公共交通機関

を自分一人で利用する練習を進めたいと考えた

からです。 

 そんな中、ＰＴＡ懇親会に参加したとき、卒

業されたお母さんが「小さいころから、１週間

の大半を会うことができないため、寂しかっ

た。」と話されました。私は、「毎週、２時間

近くかけて送り迎えは大変だったでしょう。」

とお母さんの労をねぎらうつもりで話しまし

た。私の言葉に対して、お母さんは「送り迎え

の２時間も一緒にいることができる貴重な時間

でした。」と話され、私はウルっとなりました。

普段、会うことができない環境の中、１分１秒

でも同じ空間で同じ時間を過ごしたいと思う親

の思いをあらためて感じた瞬間でした。 

 子どもたちの中学部卒業後に寄宿舎等を利用

する可能性を考えると公共交通機関を利用する

経験を深めることは間違ってはいないものの、

親と子どもとの大切な時間を奪ってしまうこと

にもつながるという重みを理解して進める必要

があったと感じました。 

 寄宿舎を利用している保護者の皆さんは、普

段の子どもの様子を見ることができません。教

頭の自分でも何とか少しでも保護者の皆さんに

様子を伝えることはできないだろうかの一心で

始めた「北海道旭川聾学校 YouTube チャンネ

ル」です。「北海道旭川聾学校 YouTubeチャ

ンネル」は御覧いただいてますでしょうか。寄

宿舎指導員の方や先生方の協力で動画を公開し

ております。今後とも、普段見ることができな

い寄宿舎生活の様子や行事の様子を「北海道旭

川聾学校 YouTube チャンネル」で公開してい

きます。 

 また、高等学校、高等部への進学に向け、公

共交通機関を利用する経験は、将来に向け大切

なことです。お忙しいとは思いますが、保護者

と一緒に公共交通機関を利用し、乗車に慣れる

時間を設けてはどうでしょうか。 

保護者の皆様もどうぞ御協力をお願いいたし

ます。 
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第 53回仲良し発表会 

 

 

７月 10 日（水）に寄宿舎食堂で仲良し発表

会が行われました。今年も５名の寄宿舎生が自

分の好きなことや興味のあることを、パワーポ

イントや手話を使って発表しました。当日まで

の間、何を発表しようか、どのように伝えよう

か、日課の合間を縫って準備を進めてきました。

自分で工夫してパワーポイントを作成し、自分

で操作しながら発表した舎生もいました。 

当日は、町内会長さんをはじめ、保護者の方

々や学校職員等約 30 名の参観者に見守られ、

緊張しながらも正々堂々と発表していました。

発表後は、「緊張した～」と安堵した表情を見

せていました。参観者からお褒めの言葉をいた

だき、子どもたちの自信にもつながりました。

発表だけではなく、大学生のボランティアの方

と一緒に受付や席への誘導の業務も行いまし

た。それぞれの役割をしっかり果たし、この会

を通して一段と成長した姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

第 2 回避難訓練 
 

1学期終業式前日、7月 22日(月)夕食後に 

水害(浸水時)を想定した避難訓練をしました。 

日本全国で集中豪雨やゲリラ豪雨による洪

水、台風被害などの異常気象や水害の被害が多

く聞かれるようになりました。川に囲まれてい

る旭川でも人ごとではなく、自分ごととして考

える機会を設けることは大切なことです。 

当日はプレイルームで水害被害に関するパワ

ーポイントを見て、実際に浸水したときにはど

のような状況になり、どのような行動が必要に

なるのかを知識を得ました。また、その場で旭

川のハザードマップを提示し、それぞれの居住

地のハザードマップも各舎生に配付しました。

みんな興味を持って自分の家の周りの表示に見

入っていました。 

翌日、帰省した地域で実際に豪雨や土砂崩れ

の警報や注意報があった舎生もいて、更に災害

に対する意識が高まる機会になったのではない

かと思っています。 

御家庭でも話題になっていましたか？ 

               

 

 



    係 活 動 
  

今年度は子どもたちからアンケートや希望を

取り、「企画係」と「美化係」の 2 つの係活動

に取り組んでいます。 

「企画係」では現在、掲示物の交換を中心に

行っています。今後みんなが楽しめるような企

画を計画中です。 

「美化係」では、夏休み前に 3 人で協力して

プレイルームの整理整頓を行いました。 

今後は、清掃活動の他にポスター製作などを

計画しています。 

どのような取り組みをしているか、掲示して

いますのでぜひ御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期行事予定 

 

10 月 16 日(水)   寄宿舎 お楽しみメニュー 

23 日(水)  文化祭総練習 

26 日(土)   文化祭 

28 日(月)   振り替え休業日 

11 月 13 日(水)   寄宿舎 お楽しみメニュー 

12 月 16 日(月)   食堂大掃除 

18 日(水)   クリスマス会 

24 日(火)   第 2 学期終業式 

冬季休業   ～ 1 月 13日（月） 

１月 14 日(火)   第 3 学期始業式 

17 日(金)   午前授業(給食後放課) 

22 日(水)   1月誕生会 

2 月  3 日(月)   豆まき会 

1２日(水)   寄宿舎 お楽しみメニュー 

3 月 12 日(水)   卒業式総練習 

寄宿舎 修了を祝う会 

14 日(金)   幼稚部修了証書授与式 

   小学部・中学部卒業証書授与式 

21 日(金)   令和 6年度修了式(午前放課) 

学年末休業日 ～ 3 月 31日（月） 


